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研究内容

このテーマに関連するプロジェクト研究所

このテーマに関連する東北SDGｓ研究実践拠点

東北のデザインとアート研究所

地域・地場産業振興研究拠点

このテーマに関連するSDGs開発目標

　これまでに、①宮城県丸森町の養蚕農家と連携した「養蚕を文化として
継承するプロジェクト」（2022年～2024年）、②商店街の魅力や「らしさ」を
映像で発信するプロジェクト（2024年～）、③仙台市若林区の染工場と連
携した「染め物の特徴を活かした商品開発」（2024年～）など、様々な地域・
産学連携に取り組んできた。これらのプロジェクトは正規授業の一環として
学生が主体的に参画しており、連携そのものが地域と接続された実践的な
デザイン教育の場であると捉えることができる。学生は地域と向き合うこと
で実践的知見を深め、自治体や企業にとっては、魅力・価値の発信を発信
するきっかけにも繋がると考えている。これまでのプロジェクト立案・運営の
経験を基に、今後も自治体や地元企業と連携体制を構築し、未来の東北を
描くことに寄与したい。

地域・産学連携の可能性

　近年、国内では「デザイン」による地方創生や地域活性化に関わる活動
が増えており、デザインを通して地域の価値を高める人材として「共創型
ローカルデザイナー（経済産業省, 2020）」という人材像が定義されるなど、
地域とデザインの関係性は深まりつつある。本研究では、こうした社会背景
を踏まえ、東北の創生に貢献し得る、地域に根ざした次世代のデザイン人
材を育成することを目的に、その育成方法や、地域をフィールドにした教育
の場作り、学生を中心とした地域連携モデルの構築等について、実践と考
察を重ねている。また、これまでに立案・設計したプロジェクトや授業では、
自治体、企業、伝統工芸、商店街、高等学校など、多様なステークホルダー
との協働体制を構築しており、デザインのチカラを活かした、産官学連携の
新たな在り方の探求にも取り組んでいる。 丸森町の養蚕農家見学

商店街での撮影の様子

染め物の特徴を活かした商品開発


